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第７回講義レポート 
 

稼げる！プロコン育成塾 14期 第７回講義が下記の通り行われましたので、ご報告いたします。 

■実施要領 

開催日時 2015 年Ⅰ月 31日（土） 10:00～18:00 

開催場所 東京都中小企業診断士協会 中央支部事務所 

（東京都中央区日本橋堀留町） 

開催内容 コンサルタントに求められる論理的思考力 

「書く」スキルを取得する②執筆企画ブラッシュアップ 

小論文フィードバック 

【特別講義】 コンサルタントの現場力〜焼き鳥はな

ぜ？串に刺さっているのか〜 

講師：   金子 敦彦先生 

       亀田 憲 先生 

       大草 昭人先生 

       鴨志田 栄子 塾長 

OB 生講師：初鹿野浩明 先生 

■講義の流れ 

10:00～ コンサルタントに求められる論理的思考力 （金子先生） 

10:40～ 演習１（プロコンとしてどんな場面で論理的思考力が必要か？） 

11:15～ 演習２（情報の構造化） 

1１50～ 昼休憩 

12:50～ チームごとに午前中の演習結果について発表 

14:00〜 「書く」スキルを取得する② 執筆企画ブラッシュアップ（亀田先生） 

14:40〜 執筆体験談（佐野先生、三好） 

15:10〜 小論文フィードバック（鴨志田塾長、大草先生） 

16:00〜 【特別講義】 コンサルタントの現場力〜焼き鳥はなぜ？串に刺さっているのか〜 

 （ＯＢ生講師：初鹿野浩明先生） 

18:00 講義終了 

■講義風景 

 稼げる！プロコン育成塾の第７回講義は、金子先生による「コンサルタントに求められる論理的思考力」、

亀田先生による、「『書く』スキルを取得する② 執筆企画ブラッシュアップ」、鴨志田塾長、大草先生によ

る、「小論文のフィードバック」、そしてOB生である初鹿野浩明先生の特別講義、「コンサルタントの現場力

〜焼き鳥はなぜ？串に刺さっているのか〜」と盛り沢山な内容です。 

さて、10 時ちょうどに、金子先生による「コンサルタントに求められる論理的思考力」の講義がスタートしま

した。論理的思考力は、「書く」「診る」「話す」のすべての場面において、中小企業診断士として必須の能 



力です。まず、二人一組となり、(1)小売業の経営戦略策

定支援、(2) 卸売業へのシステム導入支援、(3)創業補

助金申請書作成支援、(4)製造業の中間管理職向け研

修講師、(5)中小企業政策関連情報の執筆、(6)稼げ

る！プロコン育成塾事務局、の中から一つ仕事を選んで、

オファーがあった場合の自己アピールを行います。その後、

金子先生から「論理的思考力」について講義があった後、

３チームに分かれ「プロコンとしてどんな場面で論理的思考

力が必要か」を考える演習がスタート、付箋に塾生がみん

なで意見を書き、ピラミッド構造に纏めていきます。午後に

は３チームの発表があり、MECE（漏れなく、ダブりなく）な 

論理構成となっているか、金子先生から総評がありました。

最後に、午前に行った「６つの仕事の中から一つ仕事を選

んで、オファーがあった場合の自己アピール」を二人一組で

もう一度行います。午前と比べ、塾生の自己アピールの論

理構成がきちんと整理されていると感じました。 

 

    写真３ 亀田先生の講義 

 14 時からは、亀田先生による、「『書く』スキルを取得する② 

執筆企画のブラッシュアップ」の講義です。３チームの企画提案

書に対し、亀田先生よりコメントおよびアドバイスがありました。

執筆企画が採用されるためには、①実現性があるか、②汎用性

があるか、③差別性があるか、が大切との亀田先生のお言葉は、

今後さらに企画をブラッシュアップしていく上での参考になったと

思います。全ての執筆企画が実現することを願っています。 

 14:40からは佐野先生と私による執筆体験談です。13期生の

講義から始まった企業診断の「元気な酒蔵探訪記」の連載について、どの様に採用に至ったのか、本企画

で学んだこと等をお話させて頂きました。我々の体験談を聞いて、14 期生も「執筆を頑張ろう」と思って頂

ければ嬉しいです。 

   写真１ 金子先生の講義 

 

  写真２ 演習に取り組む塾生 

  

 

 

     写真４ 佐野先生の執筆体験談          写真５ 執筆体験談（三好） 

  



15:10 からは「小論文」のフィードバックです。鴨志田塾長より、各人の小論文を「構成」「文字数」「文字

数比率」「要旨」「論理構成面」「文書作法」の観点で評価した詳細なるフィードバックが塾生全員に配られ

ました。論理構成において、論理展開とそのボリュームバランス、そして図表の活用方法の大切さ、また、

小論文タイトルと見出しのつけ方の統一性・ストーリー性についての助言がありました。大草先生よりは、

①レジュメをまず書く、②書いた文章は音読してみる、③形式、文章作法も大事、④内容だけでなく、読み

手が読みたくなる見た目も大切、等の実践的なアドバイスがありました。今回の指摘内容を参考に小論文

のブラッシュアップを行い、「書く」能力を更に強化して頂きたいと思います。 

 

 

 16:00 からは特別講師にOB生であり、コンサルタント、 

講演等で活躍されている初鹿野浩明先生をお招きし、

「コンサルタントの現場力〜焼き鳥はなぜ？串にささ

っているのか〜」の特別講義です。豊富な経験を元に、

コンサルタントの理論を平易にご説明頂き、あっとい

う間に講義の二時間が過ぎていった感じでした。「商

売は“強み”を伸ばすことが大事」、「やらない“差別

化”も重要」、「使えない知識は知らないのと同じ」な

ど、現場を熟知された上でのお言葉が大変印象に残

りました。18 時に講義は終了、その後の懇親会にも

初鹿野先生にはご参加願い、塾生も親睦を深めさせ

て頂きました。 

 

 次回講義は 2015年２月 28日（土）、「話す」の講義となります。14期生で相談して、各人のスピーチを

ビデオ撮影されるか、録音されることをお勧めします。皆さん、これからも頑張っていきましょう。 

                                                 （事務局：三好 康司） 

写真６ 鴨志田塾長の小論文フィードバック 写真７ 大草先生の小論文フィードバック 

  

写真８ 初鹿野浩明先生の特別講義 

 


